
13   帰国後にできる活動について
　皆さんは留学帰国後にご自分の経験をどのように活かしていきたいですか？　外国人を対象としたボランティア、留学に行きたい後輩を支援する…
など色々ありますが、ここでは学内でできる活動をご紹介します。

１．プログラム参加手続の履行

（１）プログラム申込金および実習費ならびにその他諸経費は、指定の期日までに納入
すること。指定の期日までにプログラム申込金、実習費等の納入がない場合、プロ
グラム参加を辞退するものとみなす場合があること。

（２）プログラム申込金納入後は、プログラム参加の辞退はできないことを十分に理解し
た上で申込手続を行うこと。

（３）立命館大学が辞退期限として指定している期日以降にプログラム参加を辞退する
場合または立命館大学によりプログラム参加を取り消された場合には、立命館大学
の派遣準備費用、派遣先大学・指定旅行代理店・宿泊業者・指定査証代行取得
業者等が定めるキャンセルポリシーに基づいて費用を支払うこと。なお、別に定めが
ある場合はそれに従うこと。

（４）立命館大学が指定する海外旅行保険および危機管理支援サービス（以下「海外旅
行保険等」と総称する。）に、留学に係る出発から帰国までの期間加入すること。ま
た、派遣先大学から別途で海外旅行保険等に加入することを指定された場合は、立
命館大学および派遣先大学が指定するそれぞれの海外旅行保険等に加入すること。

（５）立命館大学が指定する往復の航空便、指定旅行代理店、指定査証代行取得業
者、指定宿舎がある場合は、それらを利用することとし、指定の期日までに手続を行
うこと。指定の期日までにビザ、パスポート等の取得ができない場合、プログラム参
加を辞退すること。

（６）立命館大学が指定するガイダンスに出席し、指定の期日までに必要な書類を提出すること。

（７）立命館大学の定期健康診断を受診すること。何らかの事情で受診できていなかっ
た場合は、指定の期日までに、別途健康診断を受診すること。医師による診断に
基づき、プログラムへの参加が困難であると立命館大学が判断した場合、プログラ
ム参加を認めないことがある。

（８）派遣先大学が所在する国（地域）が指定する予防接種を、指定の期日までに受けること。

（９）既往症、現在疾患、服薬の状況等について、指定の期日までに立命館大学に申
告すること。

２．プログラムに関する諸条件

（１）プログラム派遣候補者として選抜されることは、派遣先大学での受入を保証するもので
はないこと。また、派遣先大学の事情によっては、受入が許可されない場合もあること。

（２）外務省の危険情報にもとづき、派遣先国または地域に対して危険レベル2以上が発令
された場合、立命館大学は派遣者の生命・身体の安全を最優先し、原則、派遣の中
止を判断する。派遣中止が判断された時点ですでに留学を開始している者は、立命館
大学の指示に従い、安全を確保したうえで速やかに日本に帰国すること。また、危険情
報の発令がレベル1、または発令がされていない場合でも、派遣者の安全確保または
学習の継続が保証できないと立命館大学が判断した場合は、派遣の中止および早期
の帰国を命ずることがある。

（３）プログラム参加中、緊急に医療手当てまたは手術の必要が生じた場合、学生本人お
よび保証人の個別同意がなくとも、立命館大学または派遣先大学の担当者の判断に
よって処置されることがあること。

（４）医師による診断にもとづき、プログラムの継続が困難であると立命館大学が判断した
場合、立命館大学の帰国措置の指示に速やかに従うこと。

（５）プログラムが定める教育上の目的が達成できず、留学プログラム参加の継続が困難であ
ると立命館大学が判断した場合、立命館大学の帰国措置の指示に速やかに従うこと。

（６）帰国措置を受けたとき、または自己都合によりプログラムを中止したとき、これに伴って
発生する帰国費用等は学生本人または保証人が負担すること。

（７）プログラム参加にあたり立命館大学から奨学金の給付を受けていた場合、当該奨学金
の規程にもとづき、プログラム参加を中止する等の理由により、奨学金の全部または
一部の返還を求められることがあること。

（８）プログラム参加に伴う渡航期間が、立命館大学における講義・補講、定期試験、追試
験等と重なった場合、特別な配慮は行われないこと。

（９）ホームステイでは、１家庭に複数名の学生が滞在する場合があること。寮・ホテルでは、
１部屋に複数名の学生が滞在することが基本となること。

（１０）プログラム参加にあたり、滞在先、航空券等の諸手続、手配等を自身で行わなければ
ならないプログラムについては、事前に諸手続、手配等について十分確認し、必ず自
身の責任において遅滞なく行うこと。

３．個人情報取扱いに関する同意

（１）立命館大学に届け出た個人情報について、立命館大学が、派遣先大学、事務業
務受託会社、旅行会社、査証代行取得会社、保険会社、保険代理店、危機管
理支援サービスを提供する会社、海外用携帯電話レンタルサービスを提供する会
社、航空会社、関係省庁および在外公館に提供し、プログラム運営や緊急時の
対応のために利用することに同意すること。

（２）立命館大学が、プログラム運営のために、派遣先大学等から成績情報、生活情報
等の個人情報の提供を受けることや派遣先大学に成績情報・生活情報等の個人
情報を提供することに同意すること。

４．プログラム参加の責任

（１）プログラム参加中に発生したトラブルについては、基本的に学生本人の責任におい
て対処すること。

（２）学生本人が被った人的・物的損害または自己が派遣先大学もしくは第三者に与え
た人的・物的損害が、次の①～⑧のいずれかにあたる場合、学生本人または保証
人の責任において対処し、立命館大学に損害賠償その他のいかなる責任も追及し
ないこと。

❶自然災害、海難、火災、政府や公共団体の指令、戦争、暴動、ストライキ、盗難、
隔離、テロリズム、ハイジャック、航空機事故、交通事故、犯罪、流行病、税関規
則、航空機等の突然のスケジュール変更、その他の不可抗力により生じた損害

❷立命館大学が管理しえない状況で起こった事件または事故により生じた損害

❸法令または公序良俗に反する学生本人の行為により生じた損害

❹学生本人の故意または過失により生じた損害

❺プログラムの趣旨・目的から逸脱した学生本人の行為により生じた損害

❻学生本人の個人的問題から生じた損害

❼学生本人が行った滞在先、航空券等の諸手続、手配等により生じた損害

❽２（２）の派遣の中止により生じた損害

５．規律事項

（１）プログラムの目的と趣旨を理解し、学習および研究に専念すること。

（２）プログラム期間中は、日本の法令および立命館大学の諸規則ならびに派遣先大学
が所在する国（地域）の法令および派遣先大学の諸規則を遵守すること。

（３）立命館大学および派遣先大学の教職員の指示に従うこと。

（４）麻薬、向精神薬等日本の法律または派遣先大学が所在する国（地域）の法律によ
り違法とされる薬物、危険ドラッグ、銃等の所持、使用、購入および日本への持ち
込みはしないこと。

（５）プログラム参加中に、自動車、オートバイ、船舶、航空機等の運転、操縦および購
入を行わないこと。

（６）バンジージャンプ、スカイダイビング、スキューバダイビング等危険な行為を行わないこと。

（７）健康管理は自らの責任で行い、常備薬や主治医の紹介状等を現地に持参すること。

（８）プログラム参加中に、旅行または外泊する場合は、指定の期日までに所定様式の
計画書を立命館大学および派遣先大学に提出し、承認を得ること。計画の変更や
中止の指示があった場合は、それに従うこと。

（９）プログラム参加中は、立命館大学が指定する報告を遅滞なく行うこと。

（１０）短期留学プログラム（７週間未満プログラム）では、自由時間に飛行機の利用を
せず、かつ派遣先大学が所在する国（地域）以外の国（地域）へは行かないこと。

（１１）プログラム終了後はすみやかに帰国すること。立命館大学の許可なく、個人的な
理由により滞在期間を延長しないこと。

（１２）立命館大学の承認なしに、日本への一時帰国・再入国を行わないこと。

（１３）派遣先大学の寮規程もしくは入居した寮の規則またはホームステイ先の規則に従
い、生活すること。

（１４）派遣先大学の授業の録画や写真撮影などは、授業担当者の許可を得ること。

（１５）派遣先国および地域で危機が発生し立命館大学が帰国を命じた場合は、命令お
よび指示に従い安全を確保したうえで速やかに帰国すること。

留学中の遵守事項（承諾事項）14

海外留学プログラムに参加するにあたっての遵守事項（プログラム共通基本事項抜粋）
※2019年3月時点

以下は、立命館大学の海外留学プログラムに参加する際の最も基本的な承諾事項です。この他に、プログラムごとに独自の遵守・注意事項があり、渡航前ガイダンス

等で配布されます。合わせてよく理解し守ってください。家族（保証人）にも十分に説明をしておいてください。 ※内容は変更される可能性があります。
レジデント・メンター（RM）として
活動してみよう！

RMとは、各キャンパスのインターナショナルハウス（国際寮）に住みながら、留学生
のサポートや交流イベントの企画を行うスタッフ。年に２回程度募集しています。

▶問い合わせ先：各キャンパスの国際教育センター

E |

短期研修留学生と交流する 
「バディ」として活動してみよう！

主に、衣笠・OICを中心として、
海外大学から2週間から5週間
程度の短期研修として、立命館
大学へ来日する留学生をサポート
するバディ制度があります。
衣笠：『RSJP/RWJPバディ』　
OIC：『SBJPバディ』

▶問い合わせ先：衣笠国際教育センター、OIC国際教育センター

F |

留学サポーター、留学支援団体「まいる」で、 
後輩への支援活動をしてみよう！

留学経験者として、これから留学を目指す・実現する後輩をサポートする活動。
留学先の情報や、現地での授業内容などをアドバイス。

留学支援団体「まいる」（衣笠・OIC）
主として長期留学の希望者へのサポートや、より多くの学生に留学に興味を持って
もらえるよう活動する学生団体。

▶ 問い合わせ先 ： my.root@live.jp

Twitter ：  「@_myroot」　もしくは　「@studyabroadOIC」

Instagram :「留学支援団体まいる」もしくは「studyabroadoic」

留学サポーター
国際教育センター実施の海外留学プログラムに参加した学生が留学を希望する学生
へ情報提供やサポートを行う活動です。現在、BKCで活動しています。

▶問い合わせ先：BKC国際教育センター

G |

SUP! Talkfestに 
参加してみよう！

ランチタイムなどにリラックスして留学生や外国語に興味がある学生同士が出会
い、交流する場。

▶問い合わせ先：各キャンパスの言語教育センター

B |

SUP! Language Exchange 
Programに参加してみよう！

「学びたい言語」と「教えること
ができる言語」を登録し、マッチ
するパートナーが見つかったら、
パートナーと1対1で、お互いの
言語を教え合いながら、学び合
うことができるプログラム。

▶�http://www.ritsumei.ac.jp/gengo/gaikokugo-gakusyu/
sup.html/

A |

外国語コミュニケーションルームを 
利用してみよう！

授業外で外国語の先生と会話
できる場所。
フリートークやゲームなどを通じて
外国語学習の継続の場として
利用してみよう。

▶�http://www.ritsumei.ac.jp/gengo/gaikokugo-gakusyu/
communications.html/

C |

留学生チューター『TISA』の企画に 
参加してみよう！

留学生チューターTISAでは、留
学生と日本人学生が交流できる
イベントを実施しています。

▶問い合わせ先：各キャンパスの国際教育センター

D |

これら案内の他、manaba+Rでも様々な
活動・募集案内が紹介されています。

カテゴリ「留学・語学」をこまめにチェック！
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Ⅳ 海外留学に向けて
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